N 君 は 語る。 

明治 四 年 の 冬) J ろ か ら深川 富 岡 門前 の 裏長屋に ひ と 

つの 問題が 起った。 それ は 去年の 春から 長屋の 一軒 を 

借りて、 ほとんど 居 喰い 同様に 暮らして いた 親子の 女 

が、 表通りの 小さい 荒物屋の 店 を ゆずり 受けて、 自分 

たちが 商売 を はじめる ことにな つたと いうので ある。 

母 はおす まといって、 四十 歳 前後で ある。 娘 はお 鶴 

といって、 十八、 九で ある。 その 人柄 や 言葉 づか いや、 

すべての 事から 想像して、 かれらが ここらの 裏 家に 住 

さと 

むべ く 育てられた 人た ちで ない こと は 誰に も 覚られ た。 



, J う 考え て みれば、 別に 不思議が るに も 及ばない の 

であるが、 好奇心に 富んで いる この 長屋の 人た ち は、 

不思議で もない ような この 出来事 を 無理に 不思議な 事 

として、 更に いろいろの うわさ を 立てた。 

「いくら 昔の 家来す じだって、 今どき あんなに 親切に 

世話 をす る 者が あるか。 何 かほ かに 子細が あるに 相違 

ない。 おまけに、 あの人 は 洋服 を 着て いる こと も あ 

る ご 

この 時代に は、 洋服 も ひとつの 問題であった。 ある 

お 世話焼きが おすま 親子に むかって、 それとなく 探り 

を 入れる と、 母 も 娘 も ふだんから 淑ま しゃかな 質で あ 



るので、 あまり 詳しい 説明 も 与えなかった が、 とも か 

くも これ だけの 事 を かれらの 口から 洩らした。 

ここへ たずねて くる 男 は、 おすまの 屋敷に 奉公して 

いた 若党の 村 田 平 造と いう 者で、 維新 後 は 横 浜の 外国 

商館に 勤めて いる。 この 六月、 両国の 広小路で 偶然 か 

れに めぐり 逢った のが 始まりで、 その後 親切に たびた 

び 尋ねて 来て くれる。 そうして、 ただ 遊んで いて は 困 

るであろう というので、 彼が 百 円 あまりの 金 を 出して 

くれて、 表通りの 店 を ゆずり 受ける ことにな つた。 I 

I こう 判る と、 すべてが 想像 通りで、 いよいよ 不思議 

はない ことになるので、 長屋の 人た ちの 好奇心 もさす 



*ゃ - こ あ 〕 

頃の 暗い 町 をた ど つ て 行く と、 もう 一 一足ば かりで 湯屋 

のれん 

の 暖簾 をく ぐろうと する 所で、 物に つまずい たように 

ばつたり 倒れた。 鋭い 刃物に 脇腹 を剌 されて 殆んど 声 

も 立てずに 死んだ ので ある。 往来の 人が それ を 発見し 

て 騒ぎ立てた 頃に は、 雨の 降りしきる 夕暮れの 町に 加 

害 者の 影 はみ えなかった。 それが 洋服 を 着た 男で ある 

ともい い、 あるいは 筒袖の ような もの を 着た 女で ある 

ともい い、 その 噂 はまち まちで あつたが、 結局と リと 

めた こと は 判らなかった。 

いずれにしても、 この 不意の 出来事が 界隈の 人び と 

を おどろか したの は 言うまでもない。 係りの 役人の 取 
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